
2024年度講座体系の考え方 資料2-3

役割 カテゴリ テーマ選定・内容の方向性 学習方法
主な効果指標
（学習者にとって）

主な該当講座

1

・多くの市民に興味・関心を持たれや
すい分野、テーマを選定

・気軽に参加しやすい内容

・受動的な学習スタイルで実施

・受講者同士のつながりづくりは行わ
ない

・満足度
・職員企画講座

・なんでもスマホ相談室

2

・多くの市民に興味・関心を持たれや
すい分野、テーマを選定

・気軽に参加しやすい内容

・受動的な学習スタイルを中心に実
施

・受講者同士が交流しながら学ぶ時
間を設ける

・満足度

・今回学んだことを今後に活かせるか
・市民大学（健康）

3

・市民活動や地域活動に発展する可
能性が高い分野、テーマを選定

・気軽に参加しやすい内容

・受動的な学習スタイルを中心に実
施

・必要に応じて受講者同士が交流し
ながら学ぶ時間を設ける

・満足度

・今回学んだことを今後に活かせるか

・市民大学（自然、歴史、人間）

・社会課題等対応講座

4

・市民活動や地域活動に発展する可
能性が高い分野、テーマを選定

・学び合い、理解促進につながる内
容

・受動的学習スタイルとグループワー
クなどの能動的学習スタイルを組み
合わせて実施

・理解度

・今回学んだことを今後に活かせるか
・家庭教育支援ゼミ

5

・市民活動や地域活動に発展する可
能性が高い分野、テーマを選定

・地域活動に参加する意欲の醸成に
つながる内容

・受動的学習スタイルと現場体験等
の能動的学習スタイルを組み合わせ
て実施

・理解度

・学んだことを実践に移せそうか
・市民大学（福祉、環境）

6

・市民活動や地域活動で生じている
課題解決に寄与するテーマを選定

・（すでに活動を実践している方の）知
識や技術の向上につながる内容

・受動的学習スタイルと現場体験等
の能動的学習スタイルを組み合わせ
て実施

・理解度

・学んだことを実践に移せそうか

学びの裾野を広げる

学びを深め、活かす


